
 
               ２月２６日、議会運営

委員会が開催されました。 

              会期は３月５日～１９日。 

              議案は３１件、報告２件 

追加予定議案６件が提案 

（市政懇談会で質問に答える福間）が提案されました。 

一般質問は１１日(月)～１３日(水)の３日間です。 

 
１月、大分市がワンコインバスの在り方の検討会を立ち

上げました。多くの関係者から、制度が見直しされるので

はないかとの不安の声を受けて、２月１５日、年金者組合

大分市連絡協議会が大分市に申し入れをおこないました。

私も同席し、参加者を激励しました。 

               参加者は、より利用しや

すい「高齢者ワンコイン

バス」を求めて、「現在の

制度より後退することの

ないよう」「バスの路線や 

（福祉保健部長室にて）   便数を増やしたり、低床

化をすすめる」ことなどを要望しました。 

福祉保健部長は「制度を削減するとか、よくするとかで

はない。今の制度の在り方について、ご意見をいただくも

のだ」との姿勢に終始しました。 

 

              ２月２１日、昨年１２月、

生活保護基準切り下げを不

服とする審査請求に基づき、

口頭意見陳述が大分県庁で

行われました。 

私も不服審査請求代理人として、生活保護基準引き下げ

の不当性、生活保護利用者の厳しい生活実態を告発し、審

査請求の採決を求めました。 

 

              開発団地の東側斜面は、

昨年土砂災害警戒区域に

指定されている地域です。 

自治会長と調査しました。 

 

ご参加ありがとうございました 

穀田恵二衆議院議員は、

「市民と野党の共闘を瞳

のように大切にして、安

倍自公政治を終わらせよ 

う」。大分県政について 

（コンパル・文化ホール）  「県民の暮らしと心に寄り

添い、大企業優遇や大型開発をただす厳しいチェック役、

要求実現の先頭にたつ党議席の値打ち」を話しました。つ

つみ栄三県議は５期目挑戦の決意を述べました。 

               ＪＲ九州の駅無人化・

減便撤回で吉田春美さん。

子ども医療無料化拡充で

吉光友美さんが、つつみ

県議必勝へ、要求実現へ 

（吉光さんと穀田議員）  の思いを託しました。 

 

 

２月０９日、党大分市後

援会の街頭宣伝活動には

８名が参加し、大分駅周

辺で党躍進を訴えました。 

 

私も、大道の青年党員と

精力的に街頭から、党への

支援を訴えています。行く

先々で、激励を受けていま

す。 
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